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分担研究報告書	 

	 

野生鳥獣の異常の確認方法等に関する研究	 

	 

分担研究者	 前田	 健	 （山口大学共同獣医学部獣医微生物学教室）	 

研究協力者	 米満健三	 （山口大学共同獣医学部獣医微生物学教室）	 

	 	 

	 

研究要旨	 E 型肝炎ウイルスに対する抗体保有状況および E 型肝炎ウイルス感染状況の調査を

イノシシおよびシカにおいて継続して実施した。2017 年は 8 県のイノシシ、8 県のシカの血清

を用いて実施した。8 県のイノシシ、1 県のシカから抗 E 型肝炎ウイルス抗体が検出された。2

県のイノシシ、0 県のシカの血清中にウイルス遺伝子が検出された。検出された遺伝子は遺伝子

型 3 と 4 に属していた。ウイルス遺伝子が検出された個体を体重別で比較すると 30kg 以下のイ

ノシシが 18 頭中 12 頭であった。これらのことから、イノシシの多くが 30kg 前後で E 型肝炎ウ

イルスに感染していることを再確認した。更に、イノシシ及びシカにおける異常所見に関する

データも収集した。	 

	 

A.研究目的	 

	 E 型肝炎は、野生動物肉の喫食により引き起こ

されることが知られているが、E 型肝炎ウイルス

（HEV）の自然界における感染環に関しては不明

な点が多い。我々が開発したすべての哺乳動物か

らの抗 HEV 抗体検出系を利用して、自然界におけ

る HEV 感染環を明らかにすることを目的とする。	 

	 

B.研究方法	 

1)血清資料	 

	 日本各地より狩猟および有害鳥獣として捕獲さ

れた野生獣から血清を回収した。	 

	 

2)抗 HEV 抗体の検出	 

	 2015 年に作成したマニュアルに従った。	 

	 

3)血清からの HEV 遺伝子検出	 

	 2015 年に作成したマニュアルに従った。	 

	 

4)野生獣における異常所見の収集	 

	 山口県および兵庫県で捕獲されるイノシシおよ

びシカに関して、解体の際に異常所見が認められ

た場合、写真撮影を行った。その一部は、岡林先

生に病理所見を見ていただいた。	 

	 

C.研究結果	 

1)イノシシにおける E 型肝炎に対する抗体の保有

率の調査(表 1)	 

2017 年は 8 県のイノシシの検査を行なった。その

うち、すべての県でイノシシが陽性となった。こ

れまで、12 県のうち 11 県、1405 頭中 248 頭

（17.7％）が陽性となった。	 

	 

2)	 シカにおける E 型肝炎に対する抗体の保有率

の調査（表１）	 

2017 年は 8県のシカの検査を行なった。そのうち、

山口県のシカ 1 頭が陽性となった。これまで、12

県のうち 2 県、1230 頭中 3 頭（0.2％）が陽性と

なった。	 

	 

3)その他の動物における E 型肝炎に対する抗体保

有状況の調査(表 3)	 

2017 年はタイの豚 292 頭、福岡県と和歌山県のサ

ルそれぞれ 32 頭と 50 頭、鹿児島のハクビシン 1

頭、鹿児島のアナグマ 13 頭、山口と愛媛のノネ

ズミをそれぞれ 71 匹と 48 匹調査した。タイの豚

は 123 頭(42.1%)陽性となった。それ以外に、福

岡県のサルが 2 頭陽性となっている。	 

	 

4)イノシシとシカの血清から HEV 遺伝子検出（表

4、表 5）	 

イノシシは山口県と千葉県の 2 頭から検出された

が、シカは検出されなかった。これまで、イノシ

シは 995 頭中 18 頭（1.8％）、シカは 976 頭中 1

頭(0.1％)から HEV 遺伝子が検出されている。	 

	 

5）イノシシから検出された HEV 遺伝子解析（図 1）	 

検出された遺伝子の塩基配列を解析した結果、山

口のウイルスはこれまで同一地域で検出された

遺伝子と同じクラスターを形成しており、遺伝子



型 4 に属していた。一方、千葉県から検出された

遺伝子はこれまで同一地域で検出された遺伝子

と同じクラスターを形成しており、遺伝子型 3

に属していた。	 

	 

6）遺伝子が検出されたイノシシの個体情報を比較

した結果、18 頭中 12 頭（67％）が 30kg 以下の

子イノシシであった（表 6）。重要なことは 18 頭

中 11 頭が既に抗体を保有していた。	 

	 

7)我々のデータと論文等の報告を一覧表としてま

とめた。	 

	 

8）山口県および兵庫県で狩猟されたイノシシ及び

シカの内臓における異常所見の収集を行い、岡林

先生の病理組織の所見で異常が確認されたもの

を掲載した(末尾)。	 

	 

D.考察	 

1)イノシシの調査により本年度は新たに鹿児島県

と香川県が陽性であることが判明した。これまで

和歌山県を除く12県中11県のイノシシにE型肝

炎ウイルスが感染していることが証明された。	 

	 

2)これまで山口県のイノシシが陽性率が高いと考

えられていたが、本年度の調査により、関東地方

の千葉県や群馬県で抗体の陽性率が高いことが

再確認され、約半数が陽性であった。	 	 

	 

3)シカはほとんど感染していないことが再確認さ

れたが、本年度も 1 頭陽性個体が存在していたこ

とから、低い感染率ながら感染していることが再

確認された。	 

	 

4)体重別の抗体陽性率および遺伝子検出から考え

ても 30kg 以下の子イノシシが HEV に感染し、抗

体が陽転するリスクが高いことが再確認された。	 

	 

5)現在まで国内の野生動物では遺伝子型 3 と 4 し

か検出されていない。	 

	 

6)ウイルス遺伝子が検出された個体の多くが抗体

を保有していた。このことは、抗体が出現しても

ウイルスが持続して検出されていることを意味

しており、E 型肝炎の持続感染により注目する必

要がある。	 	 

	 

E.結論	 

1)国内の多くの県で E 型肝炎ウイルスはイノシシ

に感染している。特に、関東近辺ではイノシシの

抗体陽性率が高い可能性がある。	 

	 

2)30kg 以下の子イノシシが HEV に感染しているリ

スクが高い。	 

	 

3)E 型肝炎ウイルスがイノシシでは持続感染して

いる可能性がある。食肉として利用されるイノシ

シによく似た豚での持続感染を検討する必要が

ある。	 

	 

4)東北地方での HEV 感染の情報が欠落している。

イノシシが少ないのでしょうがないかもしれな

い。	 	 

	 

F.健康危機情報	 

1)関東のイノシシはリスクが高い。	 

	 

G.研究発表	 
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2. 前田	 健「生肉・生レバーは厳禁！E型肝炎ウイル
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（三才ブックス）pp22-25	 
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2．学会発表	 
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5. 南	 昌平，長田奈緒，米満研三，鍬田龍星，
下田	 宙，栗原里緒，宇根有美，横山真弓，



奥谷晶子，森川	 茂，前田	 健「オーエスキ

ー病ウイルス感染によるアライグマの死亡例」

第 32 回中国四国ウイルス研究会	 

2017.06.10-11	 川崎医科大学（岡山）	 

6. 鍬田龍星 1)，下田	 宙 1)，杉山弘樹 1)，

Thanmaporn	 Phichitrasilp2)，Nutcha	 
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Prasertsincharoen2)，	 Sathaporn	 

Jittapalapong2)，Worawut	 Rerkamnuaychoke2)，

前田	 健 1)「本邦イノシシにおける日本脳炎

ウイルス・ゲタウイルス感染の血清疫学調査」

第 69 回日本衛生動物学会大会	 2017.04.15—

16	 長崎大学医学部（長崎）	 

	 

講演会	 

前田	 健「動物から学ぶ感染症：SFTS,	 E 型肝炎、

オーエスキー病、インフルエンザなど」家

畜伝染病等危機管理対策強化講習会（福岡

会場：TKP ガーデンシティー博多駅前	 

2018/2/1）	 

前田	 健「動物から学ぶ感染症：SFTS,	 E 型肝炎、

オーエスキー病、インフルエンザなど」家畜

伝染病等危機管理対策強化講習会（北海道会

場：北海道獣医師会館	 2018/1/26）	 

前田	 健「動物から学ぶ感染症：SFTS,	 E 型肝炎、

オーエスキー病、インフルエンザなど」家畜

伝染病等危機管理対策強化講習会（千葉会

場：ホテル白萩	 2018/1/15）	 

前田	 健「動物から学ぶ感染症：SFTS,	 E 型肝炎、

オーエスキー病、インフルエンザなど」家畜

伝染病等危機管理対策強化講習会（宮城会

場：ホテル白萩	 2017/12/5）	 

前田	 健「動物から学ぶ感染症：SFTS,	 E 型肝炎、

オーエスキー病、インフルエンザなど」家畜

伝染病等危機管理対策強化講習会（岡山会

場：岡山県農業共済組合連合会	 6 階大会議

室;	 2017/11/20）	 

前田	 健「野生鳥獣肉の衛生管理に関わる専門講

習会」山口県主催 2017/10/18（山口市セミ

ナーパーク）2017/10/20（周南市周南総合庁

舎７階大会議室）	 

前田	 健「野生動物と家畜の共通感染症および人
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ろう！」	 2017/04/07	 文部科学省情報ラウ

ンジ（東京）	 

	 

H.	 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む）	 

1．特許取得	 

なし	 

	 

2．実用新案登録	 

なし
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本研究班における成果と過去の報告の集計  

	 	 

血清	 肝臓	 

文献	 抗体	 遺伝子	 遺伝子	 

検査頭数	 陽性頭数	 陽性率	 検査頭数	 陽性頭数	 陽性率	 検査頭数	 陽性頭数	 陽性率	 

北海道	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

青森	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

岩手	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

宮城	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

秋田	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

山形	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

福島	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

茨城	 
89	 2	 2%	 89	 2	 2%	 91	 0	 0%	 1	 

68	 28	 41%	 68	 6	 9%	 68	 7	 10%	 4	 

栃木	 
20	 0	 0%	 20	 0	 0%	 23	 0	 0%	 1	 

220	 12	 5%	 88	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

群馬	 

89	 4	 4%	 89	 1	 1%	 	 	 	 	 	 	 5	 

87	 3	 3%	 	 	 	 	 	 	 140	 3	 2%	 11	 

22	 10	 45%	 22	 1	 5%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

埼玉	 12	 0	 0%	 12	 0	 0%	 13	 0	 0%	 1	 

千葉	 55	 29	 53%	 55	 4	 7%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

東京	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

神奈川	 9	 0	 0%	 9	 0	 0%	 9	 0	 0%	 1	 

新潟	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

富山	 
15	 0	 0%	 15	 0	 0%	 17	 0	 0%	 1	 

103	 7	 7%	 103	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

石川	 7	 0	 0%	 7	 0	 0%	 7	 0	 0%	 1	 

福井	 24	 3	 13%	 24	 2	 8%	 24	 2	 8%	 1	 

山梨	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 8	 2	 25%	 1	 

長野	 
33	 2	 6%	 33	 1	 3%	 48	 1	 2%	 1	 

2	 0	 0%	 2	 0	 0%	 2	 0	 0%	 11	 

岐阜	 
99	 8	 8%	 99	 4	 4%	 98	 4	 4%	 1	 

116	 5	 4%	 112	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

静岡	 

2	 2	 100%	 2	 0	 0%	 8	 2	 25%	 1	 

367	 86	 23%	 367	 23	 6%	 359	 15	 4%	 9	 

107	 53	 50%	 112	 4	 4%	 116	 3	 3%	 10	 

愛知	 
	 	 	 	 	 	 439	 49	 11%	 	 	 	 	 	 	 17	 

91	 25	 27%	 91	 11	 12%	 	 	 	 	 	 	 18	 

三重	 39	 2	 5%	 31	 1	 3%	 	 	 	 	 	 	 12	 

滋賀	 4	 3	 75%	 4	 0	 0%	 5	 1	 20%	 1	 

京都	 2	 0	 0%	 2	 0	 0%	 4	 0	 0%	 1	 

大阪	 150	 12	 8%	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 8	 

兵庫	 111	 23	 21%	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

奈良	 8	 4	 50%	 8	 1	 13%	 8	 1	 13%	 1	 

和歌山	 
2	 0	 0%	 2	 0	 0%	 2	 0	 0%	 1	 

88	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

鳥取	 
16	 0	 0%	 16	 0	 0%	 6	 0	 0%	 1	 

13	 0	 0%	 33	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 13	 



島根	 102	 16	 16%	 102	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 14	 

岡山	 57	 7	 12%	 57	 1	 2%	 65	 3	 5%	 1	 

広島	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

山口	 
2	 0	 0%	 2	 0	 0%	 19	 1	 5%	 1	 

548	 135	 25%	 502	 13	 3%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

徳島	 
26	 1	 4%	 26	 1	 4%	 19	 1	 5%	 1	 

	 	 	 	 	 	 206	 2	 1%	 	 	 	 	 	 	 19	 

香川	 
39	 5	 13%	 39	 0	 0%	 39	 0	 0%	 1	 

36	 8	 22%	 36	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

愛媛	 
392	 100	 26%	 392	 12	 3%	 	 	 	 	 	 	 3	 

55	 12	 22%	 55	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

高知	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

福岡	 	 	 	 	 	 	 125	 16	 13%	 	 	 	 	 	 	 15	 

佐賀	 2	 0	 0%	 2	 1	 50%	 2	 1	 50%	 1	 

長崎	 
11	 3	 27%	 11	 0	 0%	 11	 0	 0%	 1	 

	 	 	 	 	 	 701	 46	 7%	 	 	 	 	 	 	 7	 

熊本	 
6	 0	 0%	 6	 0	 0%	 4	 0	 0%	 1	 

	 	 	 	 	 	 65	 4	 6%	 153	 12	 8%	 16	 

大分	 
14	 0	 0%	 14	 0	 0%	 14	 0	 0%	 1	 

48	 9	 19%	 22	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

宮崎	 8	 1	 13%	 8	 0	 0%	 8	 0	 0%	 1	 

鹿児島	 5	 1	 20%	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 山口大	 

沖縄	 	 	 	 	 	 	 20	 0	 0%	 	 	 	 	 	 	 6	 

合計	 3421	 621	 18%	 4345	 206	 5%	 1390	 59	 4%	 	 	 
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